役人で、 年 は 四十 七。 先月の 終りから 北海道へ 官命で 

視察に でて、 二十日す ぎで ない と 戻らない。 ところが 

留守の 家族 は、 今度のお 盆に よん どころ ない 墓参の 都 

合が あって、 主人が 出張で 行かれな いから、 妻 ヤス ノ 

(三 四) が 多津子 (十五) 秀夫 (十二) 大三 (七 ッ) の 

三 子 を つれ、 家令 今 村 左 伝 (六 二) 同人 妻 カメ 女 (五 

五) と、 ハツエ (ニニ) 佐 和 子 (十七) という 二 名の 

女中 を も 供に したがえて 故郷 九州に 旅立ち、 これ も 明 

十九 曰か、 二十日 ごろまで 戻らない。 

残って いるの は 大学生の 長男 由 也 (二三)。 あと は 

召使いだ けで、 三 枝 子 (十八) ォソノ (十八) の 女中 



二 名と、 馬丁の 当吉 (三 八) 同人 妻ラク (三 六)、 主従 

合せて 五 人 だけ だ。 さて、 このうち の 三 名まで が、 主 

と いう ほどで もない が、 その 次席ぐ らいの 雷ギ ライで、 

r 留守中 心 配 も ある まいが、 カミナ リの時 だけ は 気が 

かりです ね。 その 時 だけ は 三人の カミナ リ 病人 はとて 

も 仕方がな いのです から、 三 枝 はシッ カリして 下さい 

よ」 

と、 主婦 ヤス ノは 出発に 際して 笑いながら もこう 言 

い 残した ほどで ある。 当吉 夫婦と ォソノ はま さしく 力 

ミナ リ 病人で、 カャ をつ り、 フ トン を ひっかぶって、 

呼べ ど 叫べ ど 叩け ど、 主命と あっても カミナ リの音 あ 



た、 由 也の 部屋に は 寝床 をし き、 机上の 燭台に 火ゥチ 

石と ッケ木 を そえて、 彼が 帰宅しても まごつか ぬよう 

に 揃えて おいた。 また 土 ビンに 水 を いれて 湯呑み を 添 

えて 枕元へ おいた。 

三 枝 子が 以上の こと を果 した ことが なぜ 判る かとい 

うと、 三 枝 子が 各 部屋の 雨戸 をし める ために 立 上った 

とき、 当 吉がフ トンの 中から 声 だけ だして、 門 をし め 

る こと をた のみ、 ラクは 由 也の 寝床の こと をた のんだ _ 

これ は 両者の 果 すべき 役割で、 この 家の サム ライ 気質 

のせい か、 由 也の 寝床の 始末 だけ は 若い 女中が やらず 

に ラクが やる。 



ばし 言葉 もなかつ たが、 家宝の 品物の 破損、 三 枝 子の 

行方、 それまで 実際の 不安と なる に 至らなかった 三 枝 

子の 行方不明が、 にわかに 決定的な 怖し い 事実と して 

迫って きた。 

あの 裏庭の 井戸の 中へ 何 か 落ちたら しい 音。 

日本人に は 誰し も ピンと くる 害で あろうが、 女中と 

いう 身分の 者に は 特に 身に つまされる ことで もあろう _ 

特に それが 貴重な 瀬戸物で あれば、 ケ— スは 全く 同じ 

ではない か。 番町皿 屋敷。 

ピンと きて、 ゾッ として、 以心伝心、 蒼 ざめ て 立ち 

すくんで、 とても 言葉に は 語り 得ず、 語らな くと もピ 



由 也 はうな だれて 何 か 考え こむ 様子。 その 顔色の 蒼 

いのは 深酒の 宿酔，" のせい か。 まるで 彼 自身が こわし 

たように ジッと 考え こんでい たが、 

「三 枝が あやまって、 こわした。 雷鳴の せいか、 よろ 

けて その上に 倒れた の だ。 そして、 泣いて いた」 

泣いて いた。 そこに 全てが つきて いる。 泣いて いた 

三 枝 子の 悲し さが 彼女ら の 背中 を 水が 走る ようによ く 

分る。 当吉は お人好し だが、 大の 弱虫。 三 枝 子が 中に 

死んで いると 知って 井戸へ 降りられる ような 男で はな 

い。 セッパ つまって 警察へ 届ける と、 相当 上の 警官と 

若い 巡査が 井 戸屋 を つれてき て くれた。 おどろい たの 



ん が 、 今朝 のお 寝床 は 泥 で よごれて 大変 だから 手伝つ 

てと 仰 有る ので 参って お手伝いし ましたが、 由 也 さま 

の オフ トン を 入れる 押入の 中 を 見る と、 その 中に もう 

一人前の オフ トンが はいって いて、 それ も 泥で よごれ 

ていたの です。 ラク さんが 不審に 思って その フ トン を 

おろして ひろげる と、 オフ トンの 中 は 由 也 様のより も 

泥 だらけで、 その 中から メガ ネが 現れました。 由 也 様 

は メガ ネを お用いで はありません し、 三 枝 ちゃんが 男 

物の メガ ネを かける わけ は 一 そう 有りえないでしょう _ 

どなた か 泥 だらけの 男の 方が 泊って 夜の 明けない うち 

に 立ち去つ たの だと 思います」 



「承知し ました。 そして 御 尽力で きる ことが ありまし 

たら、 どうか 調査の 用に 使って 下さい。 妹の 有罪 無罪 

いずれにしても、 兄と して 真相 をつ きとめない ヮケに 

は 参りません」 

そこで 三人 は 警察へ 行って、 重 太郎は 形式 上の 質問 

をう けたが、 井戸 へ もぐつ た 佐々 警部補 は 遠山 巡査の 

疑惑 を是 として、 さらに 調査 を 命じた。 そこで 三 名 は 

母 里 邸へ 行った。 

重 太郎が へ ドの 下に あ つたと いう 書物 をみ ると シ ェ 

クス ピャで ある。 口 ー マ 字で K • TOCHIO という 

署名が あった。 トチォ という 友人 をき いてみ ると、 す 



三 枝 子さん にかね て 懸想して いたの かも 知れない よう 

だ。 他の 三 名の 召使いが カミナ リデン カン だとい うこ 

と を 一同が 知っていた とすると、 栃 尾が ある 目的で ひ 

そかに 忍び こんだ と 疑う こと もで きる。 さすれば 奴め 

の 本が 落ちて いるの は 当然 だ。 奴め は 時 田に 貸した 本 

だと 云う が、 あの シャァ /\ と 人 を 食った こと を 云う 

栃 尾の 言葉が 信用で きないの は 分りき つたこと だ。 だ 

が、 まァ、 時 田に 先に 会って みましょう」 

遠山 巡査 は 若い けれども、 なかなか 目が とどいて い 

る。 彼の 言に 一 理 ありと 重 太郎も 感心した。 だが、 栃 

尾 は メガ ネを かけて いないで はない か。 



何をボ ャボャ していた の だ」 

今度 は 要 心して、 その 当人 や 当の 店の 者に 直接 会つ 

て 話 をき かなかった。 今度 は そのために、 また 失敗し 

てし まった ので ある。 

遠山 はまった く 元気 を 失い、 次の 非番の 日に シ ヨン 

ボリ 重 太郎に 報告した。 重 太 郎は彼 を 慰めて、 

「こう なれば 仕方がない。 とにかく 張り こんで 由 也の 

遊ぶ 現場 を つきとめましょう」 

r ィャ、 ィャ。 もう ダメ です。 由 也の 父母 はすで に 三 

四日 も 前に 旅から 戻って きました。 彼 は 今までの よう 

に大ッ ビラに 遊べ なくなった のです」 



一。 ォソノ は 三 枝 子が 手燭 を 持って 去った というが、 

それ は 翌日 どこに あつたか。 

二。 ハゲ蛸 は 由 也が 家で 飲む からと 貧乏 徳利に 酒 を 

つめて ブ ラ 下げ て 帰った というが、 その 徳利 は ど - J に 

あつたか。 

三。 台所の 近い 方まで 来て いた 足跡 は 大きい 方 か 小 

さい 方 か。 

四。 泥の 足跡 を ふいた 物 は 発見され たか。 

五。 由 也が 当日 着て 出た もの は 翌朝 どこから どのよ 

うな 状態で 見出され たか。 

六。 母 里 家から 紛失した もの は 何と 何で あるか。 



ら ひそかに 一 人の 乞食が 夜間の 住居に してお り、 重 太 

郎の 巧みな 方法で 彼の 口 を わらせる ことに 成功した が、 

二人 は エンマ 堂に 腰かけて 徳利の 酒 をのんで いたらし 

く、 大 雷雨に なつてから 立 去った。 二人が 去る と 乞食 

はいそいで 出て みたが、 徳利 は 横に ころがって、 中味 

は 殆ど 残って おらず、 二人の 一方 は甚 しく 酔って いた。 

三。 その 足跡の 大小 は ォソノ の 記憶に はない。 足跡 

の 大小に 気附 かぬ うちに 真ッ 先に ふいた からで ある。 

四。 泥の 足跡 を ふいた と 思れ れる もの は 発見され て 

レ^? レ 

五。 由 也の ぬれた 着物 は 部屋の 隅に 脱ぎす てられて 



いた。 由 也はネ マキ をき てね たらしく、 そのため か、 

由 也の フ トン は 押入の 中から 発見され た 他の 泥 だらけ 

のフ トンよりも 泥の 附着が 少なかった。 

六。 母 里 家から 紛失した もの は 今のところ 分らない _ 

七。 由 也 の 入質 品 は ムカデ の 茶器が 受け だ される 迄 

は 受け だ された ことがない。 ムカデ の 茶器と ともに 質 

流れ をまぬ がれて いた 品物の 全部が 受け だされた。 そ 

れは 小刀 一 振。 能面 一 ッ。 色 鍋 島の 皿 一 ッ である。 以 

上の 三ッは 利子 も 加えて 合計 五 百 五十 円 ほどで ある。 

八。 ムカデ の 茶器 はわず かに 五 百 円で 入質され てい 

た。 それ は 使いの 小 女が それぐ らいで よいとの 口上 を 



新 十郎は 今回 はまた ィャに 分ったら しい 顔 をした が、 

今度と いう 今度ば かり は、 虎之介に は 何が 何やら、 て 

んで 事件 そのものが 見当が つかない ので ある。 花廼屋 

も 同様ら しく 薄と ぼけて ニヤ リニ ャリ している が、 単 

に 無限に ニヤ リニ ャリ している ばかりで、 日頃に 似ず 

全然お 喋り をした がらぬ 風が 妙で あるし、 おもしろく 

も ある。 要するに 奴め も 全然 何が何だか 今度ば かり は 

手の 施し 様がない のであろう。 

そこで 今回 こそ は 花 廼屋を 尻目に かける 絶好の 機会 _ 

虎之介 は 全部 を 語り 終って、 海 舟 先生の 推理が 待ち 遠 

しい こと。 できるなら ャ ワラの 手で もむ が 如くに 海 舟 



枝 子の 手 を 握りたい とか、 なんとか だと か、 お前のと 

ころへ 泊めろ と 由 也に 対して 強情に 言い はつ ていたの 

も 思いだ す ことができた。 また 三 枝 子さん が 来たと き 

に、 半ばね むり かけて いたらし いが 由 也に 起された の 

か 起き 上って みると、 まさに そこへ 手燭 を もって 現れ 

たのが 三 枝 子さん であった から、 いきなり とびついて 

手 を 握った が、 すると 三 枝 子さん が 手燭 を 落した から、 

マツ クラになる。 何かゴ チヤ/ \ している うちに、 そ 

の あと は 意識がない。 由 也の 話で は 彼が 手で 三 枝 子 さ 

んの首 をし めて 自然に 殺して しまい、 由 也が ようやく 

手燭の 灯 をつ けて フ トン をのけ てみ ると、 時 田さん は 



なければ、 彼の 計画 は シッポ を 出さなかった かも 知れ 

ません。 井戸に あるべき 屍体がない とだけ では、 誰し 

も 三 枝 子さん 自らの 偽装で あり 失踪で あると 考えます _ 

彼 は それに 自信が あつたの でしよう。 わざと 泥の 足跡 

を 目立た せ、 自分 一人ら しく 見せかけて 実は 二人 を 暗 

示し、 メガ ネ まで 利用して 時 田さん の 容疑 を 深める 方 

法 をと りました。 それ は ュスリ に 有利の ためで あり、 

イナ ズマを 忘れて いたた めで も あり、 要するに 彼の 恐 

るべき 悪 度胸 を 物語つ ています よ」 

それが 新 十郎の 推理であった。 
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